
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ感染対策 

令和２年５月１５日 
武雄北中学校より 

文責：校長山口幸二 

１ 登下校時は、友達同士でしゃべた

りくっついたりすることがないよ

うにソーシャルディスタンスをと

ることを守り、マスクを着用す

る。 

２ 学校坂下や校舎入り口では、朝の

あいさつは大きな声ではなく、笑

顔とジェスチャーであいさつす

る。 

３ 健康観察を玄関で行い、家族の様

子も聞く。マスク着用をチェック

する。 

４ 手指消毒・うがいをして教室に入

る。 

５ 教室は、換気の徹底を行う。席は

交互に並べ正面向きとする。 

６ 近い距離での会話や発声は避け

る。マスクを必ず着用する。 

７ 授業は教師主導の一斉授業とし、

対話型や発表・音読は避ける。 

８ 休み時間は、友達との距離（両手

間隔）をおいて接する。こまめに

手指消毒をする。 

９ 給食配膳はなるべく職員が行う。

食べるときは２つの教室に分かれ

て食べる。 

10 昼休みは、外で遊ぶか、静かに 

読書をする。昼休みの図書室では 

３密を避け会話をしない。 

11 ３時間目休み時間・昼休み・帰り 

の会で健康観察を職員で行う 

12 部活動では特に体育館種目につ 

いては３密の具体的対応を行う。 

13 職員もマスク着用とする。  

14  家庭でも学校生活の感染予防 

  項目を実践する。 

15  発熱・体調不良等は家族で確認 

  し合う。 

  

学校が５月１４日から再開されました。 
再開にあたって、生徒の皆さんが安心して学校

に登校できるように。また、保護者の方・地域の
方が、学校は安全と思われるようにと、全職員で
２つの感染予防グッズを作りました。 
目に見えないウイルスとの闘いなので、対策は

これが正解とは言い切れませんが、３つの密を避
けるために、学校ができる最善の対策として取り
組んでいます。 

生徒たちは、ちょっと違和感を感じていま

すが、授業には集中できています。 

 

フェイスシールドは、暑くなるとマスクは 

息苦しくなるので、代替えグッズです。 

 

生徒職員の共通理解１５ 

感染予防は、 
我々大人が絶対に 
感染しない。 地域で感染者０を 


